
2． 製品加工試験研究  

2，1 杉材の表面硬化及び加飾技術の開発研究  

＊＊＊＊ 才丁井信義，大内成司  

0．40、含水率12～15％）のものを使用した。  1．目  的   

日本有数の杉村の産出量を誇る我県では、戦  

後植林されたものが伐期を迎え、より多量の産  

出が見込まれる。現存の好景気においては住宅  

着工の好調なこともあって、需要は顕著に推移  

しているが、その内容を分析すると、素材供給  

に近い形での一一次加丁的な低付加価値製品とし  

ての用途が大半であり、軟質材としてヒノキ等  

と較べて評価が低いのが現状である。   

こうした情況を打開して、特産杉村の用途拡  

大を図るには、まず第一に、二次加工、三次加  

工へと発展させる基本的な材質改斉虻ための技  

術開発研究が必要と考え、以下の研究を行うこ   

ととした。  

区jl 供試材の寸法（椚胡）  

2．2 使用試験機器  

マイクロ波加熱とオーブン加熱には、一般用   

電子レンジ（三菱オーブンレンジRO－1600）   

を使用した。  

また、供試材の粧さ試験と加飾試験には、オ   

ルゼン式木材万能試験機（森試験機製作所 5   

t）を用いた。   

2．3 硬さ試験測定基準  

硬さ試験のデータ処理には、JiS Z21ユ7を   

参考にした。  

2．4 供試材の軟化処理試験   

まず初めに、マイクロ波加熱とオープン加熱  

による処理材の軟化度合を測定するために、後  

記の方法（条件）を採用して実施した。  

2，内  容  

県産材の杉材ほ、材質が特に軟らかいために、  

使用箇所が限定されるので、表面の材質を硬化   

させるとともに、加飾を行うものである。   

方法としてほ、常温では、木材表面に木破が  

生じることが予想されるので、あらかじめマイ   

クロ波を照射して加熱した処理材とオ】ブン加  

熱による処理材を平型の金型により圧締して、  

表面硬化の促進をこころみた。   

また、加飾試験についてほ、加熱処理後4種  

類の金型による拝締試験を実施して加飾の効果  

を判定した。  

2．1供 試 材   

今回の試験には、杉間伐材（気乾比重0．35～  

＊＊  
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義一3 表面碓化試験条件一④  表－i 軟化処理条件  
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2．5 表面硬化試験   

表面硬化試験宜ついては、表－2，3の試験条件  

を設定して 、主にオ】ブンにより供試材の表面   

加熱を行い、ただちに仕組した。   

その後、椎さ試験を打って、表Lrlfの穂さの変   

化を測定した。  

太一2 表面硬化試験条件年）  

「圧縮圧50kタf／七議  

比締時間 5分  

】0分  

弓試   験  

2．6 加飾試験  

村表面に効果的に加飾を施こす方法として、  

今回は4棒類の金型を製作して、麺処理材と処  

貸す材について 、それぞれ試験条件を設定して実  

施しノた。結果は視覚によ。て判定した。（義一  
L 生丁選一」  

r圧縮比   

∃301くジf／七議  

、 、   4参照）  

40 〝   

50 ′′  

3．結果及び考察  

3．1 杉材の軟化試験について  

図2は、マイクロ披加熱を行った処理材の軟  

化の度合を表わしたものである。  

マイクロ波加熱処理材については無処理材よ  

り5～23％程度軟化の傾向を小した。  

これは、材内部の水分が温められ表層部へと  

移動したため、内部と表層部の水分格差があま  

り隼じなかったためと．．巴われる。  

また、オ…∴フン加熱処理材（凱3）に／）いて   
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3．2 表面硬化試験   

前墳3．1の結果から材表面の硬化を促進させ  

るには、オーブン加熱か良好という結果をホし   

たので、これを参考宜して実施した。  

図4は、太一2の試験条湘で実施したデータ   

である。  

オⅦブン加熱処理（加熱温度、加熱時問）を  

一定にして、止締圧を0＜30く40く50kタ㌧／′撼  

と4段階に設定して比較をした。  

グラフからわかるように、圧綿圧の増加にと   

もない、杉の表面硬度は高い数値を示す傾向が   

錯主著である。  

また、図5は、表－3の試験条件で実施した   

ものである。  

オーブン加熱処理（加熱温度、加熱帖問）と  

圧縮処理（50桓f／々戎）を一定にして、仕締処理  

を2［軋‥取締時㌍憧5分と10分0）2条件に設定   

iノて実施した。  

グラフからわかるように、長く圧絆した方が   

硬さ¢）数値か低い値をホした。前項の試験でほ  

1．0－   

ほ、軟化の方向より、むしろ表面硬化が促進さ  

れる傾向であり、8～iO％程度表面が硬化され  

る数値を示した0これは、表層部のみ加熱され  

るために、内部と表層部との水分格差が牲じ、  

材表面が硬化したものだと思われる0  
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図2 マイクロ披加熱による放さの変化  
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理を行って実施した場合の圧縮効果と圧縮後   

の寸法安定性（復元力）の問題である。また、   

材そのものの反狂の問題も考えなければなら  

ない。   

3）加飾試験については、材の表面に加飾ローー   

ラにて、幾何学的なパターンによる加飾を施   

した場合、どの程度視覚的効果が得られるか  

が問題となろう。  

さらには、春材部と秋材部のエンボスの効   

果も検討しなければならない。  

次年度は、これらの諸問題を考慮しながら、  

試験研究に取り組み、改質技術の確立を図る考   

えである。  

50kダf／dのものが最も高い値を示したが、こ  

の試験でほ圧縮圧は同じであっても2回の圧縮  

と良い時間圧締したことにより、硬さが低下す  

るという結果になった。  
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図5 圧縮時間による硬さの変化  

3．3 加飾試験   

今回は、金型による加飾の効果について焦点  

をあて実施した。   

表－4ほ、その結果を視覚にて判定したもの  

である。   

今回の試験でほ、杉材の軟化試験、表面硬化  

そして加飾試験を実施したが、その結果、大ま  

かではあるが基礎データを把捉することができ   

た。   

しかし、今後において下言iユのような問題点が  

提起された。  

1）軟化試験の場合、表面にスチーミング処理   

を行った時の軟化の度合。  

2）表面硬化試験については、スチーミング処  
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表－4 加飾試験結果  

一■■▼▲・▼▼1一㌦¶  

‾ 

処 ‡撃 条 件  
金 型 形 状  

⊥冊  

※（⊃：良  x：不可  

簗 圧給仕は、100）く100郡耽2の供試材に金型による全面荷重を表す。  
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